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　Morphological　and 　anatomicai 　studies 　were 　carried 　out 　on 　Chinese　agarwood ．and 　its　original

plant ．匂 uitaria 伽 e刀sis　G1LG．（Thymelaeaceae ），　ln　comparison 　with ．4．　 aga 〃oc 加 RoxB ．　 and

オ．〃 ialacee 〃∫’s 　LAM ．

　Chinese　 agarwood 　consisted 　 of 　 xylem 　 and 　 included　 phloem ，　 and 　 it　 was 　 anatomicaUy

equivalent 　to　the　 wood 　 of ．4．伽 θ刀廊 ．　 Furthermore 　 there　 were 　 no 　 significant　 anatomicaI

di伽 rences 　 among 　A ．伽 ensis，・望．　agallocha 　and 　A ．　malaccensis ．

　In　tho　essential 　oil 丘actions 　of 　Chinese　agarwood ，　agarospiro1 ，
　jinkoh・eremol ，

　kusunol，　di・

hydrokaranone 　and 　oxo −agarospirol 　were 　identi且ed　by　GLC 　and 　GC ・MS ，　 although 　jinkohol
and 　jinkohol　II　could 　not 　be　detected．
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　沈香 は中国では現在 ， 東南 ア ジ ア 諸国か ら輸 入 す る ほ か 1，C
， 国 内で も産 し，気逆喘息，嘔吐，「厄逆，心 腹疼痛 ， 腸

鳴，腰膝虚冷な どに用い られて い る
3）．

　中国産沈香 の 原植物は ，ジ ン チ ョ ウ ゲ科 の Aquitaria　sinensis 　GILG ．で あ り， 海南島を 主に 広東省 か ら広西省 に か

けて産す る とされて い る．

　中国産沈香 の 性状 を は じ め 品質に つ い て の 報告は な い が，著者らは 中国産洗香 と と もに そ の 原植物 と さ れ て い る

A ．　sinensis 　GILG ．の 標本 と，さ らに は 東南 ア ジ ア 産沈香 の 原 植 物 で あ る A．　agallocha 　ROXB 、と A ．　malaccensis

LAM ．の 標本を入 手 した の で ，
　 A ．sinensis を中心に 外部形態 と内部形態に つ い て 詳細に 検討 し た．また

， 中国産沈

香の 成 分組 成 を ガ ス ク ロ マ b グ ラ フ ィ
ー

（GLC ＞，ガ ス ク 卩 マ ト グ ラ フ マ ス ス ペ ク トル （GC −MS ）に よ り検索し た の

で 報告す る．

実　験　の　部

　1． 実験材料

　〔A 〕Aquilaria　sinensis 　GILG ．広州中医学院 （中国，広州） に て 栽培 （1982年 8 月）．〔B 〕中国産沈香 ，　i）広州中

医学院寄贈 の 中国栽培品 （1982年 8 月 ），ii）北京市場 品 （1982年 6 月）．〔C 〕A ・　mataccensis 　LAM ．ボ ゴ ール 植物園，

イ ン ドネ シ ア （1984年 8月），〔D 〕A ．　agalloeha 　ROXB ．プ カ エ 植物園，タ イ （工9P，4年 9月），

　2． GLC および GC −MS に よ る分析方法

　試料 の 調製お よび GLC と GC −MS に ょ る分析方法 は前報
1）

に 同 じ．
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Fig．1．　 A ： Aquitaria　sinensis　GILG．，　B ：，4．　malaccensis 　LAM．，　 C ：A ．　agaltoeha 　RoxB ．，
　　　 D ：crude 　drugs（D1：from　Guangdong，　D2 ： from　Beijing）

結 果

　 L 　 外部形態

　 1） A ．sinensis　GILG．（Fig．　1−A ）： 葉は 互 生 し，やや革質 に し て 長さ 5〜8．5cm，幅 2〜5cm の 倒卵形〜長 だ 円 形，

先端は鋭先形 ， 基部は くさび 形 で 全縁 で あ る．土面は 灰緑色，下面は 淡褐色 を呈 し，両面 と も に 毛 は 目立 た な い ．拡

大視す る と ご くまば らに 長 さ 1〜L5mm の 白色 の 毛が認め られ，下面 の 中央 脈部 と縁 に比較的多 い ．中央脈部 の 上

面は 平 た ん で 葉 の 基部で や や隆起 し ， 下面で は 大きく突出 して い る ．側脈 は 13〜20脈，そ の 先端は 縁 に 達す る．葉柄

の 長 さは 0．3〜O．5cm で あ る ．枝 の 先端 は 緑色を 帯び た 福色を 呈 し，他 は 灰 色 を 帯 び た褐 色 を 呈 し て い る．沈香特

有 の 芳香 は 認 め られ な い ，

　2） A ．malaccensis 　LAM ．（Fig．1−B）： A ．　sinensis に類似す るが ，葉の 長 さ は 6〜12cm ，幅 2〜5　cm の 長だ円形

に し て ，先端 は の ぎ形 ， 質は革質で あ る．

　3） A ．agaUocha 　ROxB ．（Fig．1−C ）： A ．　sinensis に 類似す る が，葉の 長 さは 7〜1工cm ，幅 2〜3．5cm に して
， や

や線状 に近い 長 だ 円形，先端 は の ぎ形，質 は 紙質で ある ．

　4）　 i） 中国産沈香
一1 （Fig．1−D1）： 長 さ 15〜17　cm ，幅 6〜7cm ，厚 さ約 Iom の 板状 に し て ，表面は 褐色 裏

面 は 淡羯色を 呈 し ， 全面に 樹脂や精油 に よ る径 0．3〜0．8mm の 濃褐色 の 斑紋が多 く認 め られ ，刃物で 削っ た 跡 の よ

うな 凹 凸 が あ る．質 は 軽 く削 りや す く芳香が ある ．

　ii）　中国産沈香
一II （Fig．1・D2）： 長 さ 5〜9cm の 塊状に して ，黒色と乳白色の 面が 区別 され，樹脂や粕油に よ る

茶褐色 を呈 した と こ ろ が 部分的に 認 め られ る．沈香
一1 よ り軽く， 削 りや すい ．芳香は わ ず か で ある．
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                Fig, 2. The  Stem  of  Aquilaria sinensis  GiLG.

A:  illustrating, B: detailed drawing oftangential  section, C: detailed drawing ofradial  section,

D:  illustrating of  transyerse section,  Ei and  E2: detailed drawing  of  the transverse section.
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                  Fig. 3. The  Leaf ofAquilaria  sinensis  Gi[.G,

A:  sketch  of  the leag B-vF:  illustrating ef the transverse sections  (B: apex,  Ci: midrib,  D:  base,
E: petiole), C2, F: detailed drawing  of  the transverse sections  (C2: midrib,  F: margin).  G: surface

views  of  the lower epidermis,  H:  hair.

y
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　夏L 　 内部形態

　工） ，・1．　sinensis 　GILG ．（Fig．2，
　 Fig．3） 茎 （Fig．2）： 横切面 で は ， 最 外層は 4〜20層 の コ ル ク 層 ， そ の 内側 の 皮層

は 16〜21層の 柔細胞か らな り， 内皮 は 不明り： うで あ る．維管束 は両立型， 外側 の 師部に は 単独あ るい は数個ずつ 集

合 し た 師部繊維 が や や 弯 曲 して 放射方向 に 群 とな っ て 配列す る，形成層は 明 り ょ うな環状を 呈す る ．木部放射組織は

木化した厚膜細胞か らな り， 単列 か ま た は 2 列放射方向に 並ぶ ．二 次木部 に は 長 径 120〜300μm ，短径 50〜IOOptm

の 接線方向に 長 い レ ソ ズ状 の 材内師部 が認 め られ，薄膜細胞か らな り，まれ に厚膜細胞 も認め られ る．木部 の 内側に

は内部師部 が存在し ， さ らに その 内側 に 師部繊維 を認 め る．髄は 10〜35μm の 類 円形 の 柔細 胞 か ら な る．次 に 縦切

面で は ，木部は 道管，仮道管，木部繊維，な らび に木部放射組織か らな り，．道管は 径 12〜55μm
， 長 さ 125〜400μm ，

お もに 単せ ん孔 の 孔紋道管 か らな り，一次木部 で は らせ ん 紋道管が認め られ る ．仮道管 は 径 7〜15μm ，長さ 110〜

400μm で 有縁膜孔 が認 め られ る．木部繊維は径 7〜8μm ，長 さ 250〜500μm で きわ め て よ く発達す る．木部 放 射 組

織 は放 射縦断面 で は 異性放射組織に し て 3〜10列並 ぶ （Fig．　2−c）．樹脂様物質は皮層部の 師部柔細胞 に 多 く認 め られ，

材内師部 ， 形成層周辺 の 木部放射組織 に も認め られ る．

晦
　 　 　 　 　 　 　 lO　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　30　　　　　　　　　40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tR（mi の

　 Fig．4．　 Gas　Chromatogranl　of 　Agarwood 　from　Guangtong

1：agarospirol ，2：jinkoh−er  01，3：kusuno1，4：dihydrokaranone，
5 ： 0xo −agarospirol ，
GLC ：（Yanaco　G 　2800）column ，

　KOCL 　3000T （25　m 　x 　O．25mm 　i．d．）

　　　column 　temp ．
，
　programmed　70−200 °C ！min 　at 　4℃ fmin

　 　 　 carrier 　gas ，　N2 （1．1　kgtcm2）detector，　FID
GC −MS ： （Hitachi　M −80

，
　HP5710 ）Oolumn ，　 Thelmon 　600T（40　m ×

　　　　 0．2 血 mj ．d．）
　　　　 column 　temp ．，　progr 乱rnmed 　70−220 ℃ at　 4°c ！min

　　　　 carrier 　gas，　He （LI　kg！cm2 ）ionization　energy ，20　eV

TABLE　I．　 Identified　Components　of　Chinese　Agarwood （％）
a ）

ComponenL Guangdong Bcijing

α
・Agarofuran

（一）10−Epi一アーeudesmol

Jinkoho】

Agarospirol

Jinkoh．eremol
KUSunol

Dihydrokaranone

Jinkohol　II

Oxo −agarospirol

0，490

，902

．404

，35

18，24

0．871
．　442

．412
．39

20．63

a ） In　essential 　 oi1，　 determined　 by　 GLC ．　 Components 　present　in　more 　than　 O．3％
　 have　been　obtained ．

（263 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　葉 （Fig．3）： 葉 の 中央部 の 横切面 を鏡検する とぎ， 上 面 は平た ん で 下面は 大 きく突出 して い る （Fig．3・B 〜D ）．葉

の 先端付近 と下面 に は 1〜1．5mm の 単細胞 か らな る 毛（Fig．3−H ）が 認 め ら れ ， 葉 の 上面に は きわ め て まれ に し か

認め られない ，気孔 （Fig．3−G）は 葉 の 下面 に 認め られ表面視す る と Ranuneulaeeae 型を 呈す る．中央脈部 の 横切面

は 葉 の 先端部 （Fig．3−B）で は 維管束 は 連な らず木部の 内側 の 師部 が 不 明 り ょ うで あ る が，葉 の 中央か ら基部 （Fig．3・

C1
，
C2

，　D ）で は 維管束 は 連 な り両 立 型 で あ る．木部は 径 7〜22μm の 道管お よ び仮道管が放射方向に 配列する．維管

束し ょ うは ま れ に 認 め られ，木部 の 外側 の 師部 に 1 列外接す る。葉の 縁 （Fig．3−F ）は 丸 く，維 管束 を 囲 む 形 で 繊 維

束 が 認め られ る ．葉 の 上面表皮細胞は 径 13〜30μm ，厚 さ 16〜25μm ，下面表皮細胞は 径 10〜25μm ， 厚さ 16〜30μm ，

さく状組織 は 1 層に し て，海綿状組織 は 不定形 の 柔細胞 か らな り，間げ きは大 きい ．

　葉柄の 横切 面 （Fig．3−E）は 上 面 は 平た ん で 最外層 は放射方向に 伸長 した 1層 の 表皮細胞 か ら な り，そ の 内側 の 皮

層 は 12〜16層 の 厚角組織 で ，下面 の 皮層 の 細胞は 上面の 皮層 の 細胞 よ り大 きく，また，上面 の 皮層の 両端に は繊維束

が認 め られ る．維管束は 両立 型で ，繊維束は下 面側の 師部に 断続 的 に 外接 し，木部 は 道管，仮道管，木部放射組織か

らな り，そ の 内側は 師部 と師部放射組織か らな る．

　2） A ．　malaccensis 　LAM ．と A．agallocha 　ROxB ．の 内部構造 は 江 伽 6〃∫’3　GILG．と きわ め て よ く近似し て い る．

　3）　中国産沈香 ： 2 試料 と もほ ぼ 同 じ 形態で あ り，A ．　sinensis 　GILG ．の 茎 の 木部 の 構造 に よ く一致し て い た が ，

各組織の 細胞 の 膜壁 は 生薬沈香 の ほ うが やや厚 い ．

　横切面お よび 縦切面を 鏡検す る と き，生薬 は 木部 と材内師部 か らな る．木部 に は 径 60〜180μm ，長 さ 150〜520μm

の 単 せ ん 孔 の 孔紋道管が 単独あ るい は 2 〜4個群 を な し ， 多くは 半径方向に 配列 して い る．道管 の 周囲に は 仮道管が

接 し，径 5〜15pm，長 さ 15〜55μm ，膜壁に は 小 さな 有縁膜孔が 縦軸方向に 3 〜6 個連 な っ て 認 め ら れ る．木部繊

維 は 径 10〜35μm ，長 さ 200 〜900μm で 両 端は 鋭 くと が り，縦切面の 細胞膜壁に は 開 口 部 が 斜 め か X 字状 ， ま た は

2 重円の 明 り ょ うな膜孔や 単膜孔 が縦軸上 に 1〜2列並 ん で 認 め られ る ．材内師部は 横切面 で は 長径 270〜900μm ，

短径 140〜35彫m の 接線方向 に 長 い 長だ 円形 で 師部柔細胞 か らな り，師部繊維 が 認め られ る こ とが あ る．放射組織 は

横切面で は 放射方向に 単列 か ま た は 2 列 に な り，縦切面 で は 異性放射組織 に し て 3 〜 9 列並ぶ ．

　樹脂様物質は 材内師部と放射組織，道管，材 内師部 の 周囲 の 木部繊維に 認 め られ る．

　IIL　中国産沈香の 精油成分組 成

　GLc と Gc −Ms に よ る分析結果を Fig．4 と TABLE 　I に示 し た．中国産沈香は 2試料 とも同じ よ うな ガ ス ク ロ

マ トグ ラ ム が得られ，agarospirol ，　 jinkoh−eremol ，　 kusunol ，　 dihydrokaranone ，　 oxo −agarospirol が 確認 され，特

に oxo −agarospirol の 含量 ｝X 　18．2，20．6％ を 示 し ，他 の 成 分 が そ れ ぞ れ 0．5〜4．4％ で あ る の に 対 し 著 し く多 か っ た，

シ ン ガ ポ ール 経由の 沈 香 に 特徴的 な
1） jinkoholと jinkohol　II は 認 め られ な か っ た．

考 察 と 結 論

　L　中国産沈香は 板状また は 不定形を呈 し，表面 に 刃物などで 削 っ た よ うな跡 が 認め られ ， 全体に 淡褐色 の 樹脂様

物質の 貯留に よ る 小 さ な紋様が と こ ろ ど こ ろ に あ り，中葯志
3）

や 葯材学
4） の 中国産沈香 の 記載に よ く

一
致 して い る ．

現在中国 で は 沈香を得る方法 の
一

つ に，径 30cm 以上 の 樹幹の 高さ 15 〜2　m の と こ ろ に 深さ数 cm の 傷を 刃物で

つ け，数年後 に 樹脂 が貯留 し た傷口 部分を削りと っ て お り3）

，お そ ら く中国産沈香 の 板状 を呈 し た 沈香 は こ の よ うな

方法 で 得られ た もの と考 え られ る．

　2． 中国産沈香 の内部構造 は ， 標品 の A ．sinensis　GILG．と よ く
一

致 して い る．

　3． A ．　sinensis 　GILG．の 茎 と葉の 内部形態 は，　 A ．　agalloeha 　ROXB ．と A ．maiaecensis 　LAM ，と きわ め て 近似 し て

い た．A ・　agaltoeha 　RoxB ．と A ．nialaccensis 　LAM ．の 内部形態 に つ い て は す で に Metcalfe ら5）や Chalk6 ），嶋 田

ら7＞に よ る報告 が あ り，文献 とぎわめ て よ く近似 し て い た．な お Metcalfc は A ．〃malaccensis 　LAM ，は A．　agaUoeha
ROXB ．と きわ め て 似 て お り，た だ し 2 列 の 放射組織 の 数 に 違 い が あ る とし て い る が 5b）

， わ れわ れ が鏡検 し た 試料か

ら は その 違い を確認 で きなか っ た．また，中葯志
3）

に よ る と中国産沈香 の 木部繊維に は有縁膜孔を認 め，東南ア ジ ア

諸国産 に は 認 め ない とし て い る が，シ ソ ガ ポ ール に 集散す る 沈香 や ベ トナ ム 産沈香 に も有縁膜孔を 認 め る もの が あ る

こ とを確認 し て い る，

　4． 中国産沈香 は 2 試料 と も よ く似 た精油成 分組成 を 示 し，agarospirol や dihydrokaranone ，　oxo −agarosPiro1 な

どを含む 点 で ベ トナ ム 産沈香 と よ く似 て い る ．中国産沈香 の 成分組成 に つ い て は ，楊 ら
8）

に よ っ て 白木香醯 （baimu・

xina1 ）の 存在が報告さ れて い るが ，そ の 構造 は わ れわ れがす で に報告した oxo −agarospirol9 ）
に 一致す る と判断 して

い る．

（264 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

　List　of　abbreviatio 皿s： bf： bast且bre，　c ： cambium ，　cx ： cortex ，　epl ： lower　cpidermis
，
　epu ： upper 　epidermis ，

h ： hair，　i： intercellular　space
，
　iph： included　phloem，　i

’

ph： internal　phloem ，　k ： cork ，　m ： pith，　mr ： medullary

ray ，　 mxy ： xylem 　mcdullary 　ray
，
　 P ： parenchy 皿 a

，
　 pa ： palisade　parcnchyma ，　 ph ： phloem ，　 ps： parenchyma

strand ，　 sc ： sclerenchyma 　cell，　 sp ： spongy 　tissue，　 sto ： stoma ，　 t： tracheid，　 v ： vesse1 ，　 xy ： xylem ．
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